
 

演題番号２ 

1. 医療機関等名 旭川赤十字病院 

2. 取組名 転倒転落防止の取り組み 

3. 取り組むべき課題や

背景 
2012年の入院中の転倒転落患者は、全体の 2割を占め、約 8割が 60歳以上、うち
半数が 70 歳以上である。転倒転落は、状況によって重篤化することもあり、これ
まで様々な取り組みを行い、2009 年には「安全用具選定基準」を作成し活用して
いる。今回、転倒転落防止対策の取り組み経緯と現状から、事故レベル 3b 以上の
減少に向けて今後の課題を明確にすることを目的に検討した。 

4. 医療安全文化の醸成

に資する取組 

転倒転落防止の安全用具の紹介（一部紹介） 

  

転倒転落防止の安全用具は、電動ベッド内臓機能の離床センサー、体動センサー、

体幹安全ベルト等を使用している。療養環境として、安全バー付トイレの設置、ベ

ッドサイドに転倒転落危険度・医療看護支援ピクトグラムの表示等を行っている。

入院時に転倒転落危険度アセスメントと転倒転落防止 DVD 視聴を行い、患者・家
族も予防に参加できるよう説明している。2010 年、貧血や化学療法患者が転倒し
レベル 3b 以上の事例が発生したため、洗面台に椅子を設置、保護帽子着用等の対
策を推進した。また、小児のサークルベッドからの転落を機に、柵の扱い方等のリ

ーフレットを作成し母親（付添者）に説明を強化した。同年より各部署で「安全カ

ンファレンス」を開始し、安全用具選定や対策を検討している。 
5. 取組に対する評価 転倒転落件数の推移    （転倒率（‰）＝転倒数／入院患者延数×1000） 

 

転倒転落件数の月平均は、2007 年 26 件から徐々に減少し 2012 年には 15 件と
なった。転倒による 3b事例は 2011年、2012年各 6件（脳出血 1件、骨折 5件）
であった。転倒転落の予防は、入院時に危険度の共有と説明、入院中の患者参加、

転倒しても重症化（事故レベル 3b 以上）しない対策が重要である。入院時に行う
DVD視聴や危険度の説明は、慣れない環境で療養生活を送る患者・家族にとって、
転倒転落の予防を共有する重要な手段である。患者・家族が危険性を把握すること

で、入院中、自ら回避しようとする行動がとれるため、転倒転落リスクは減少する

と考える。 
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